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治りたいのに...なぜ？（ヨハネ5:1-9）
　
皆さんの祈りに支えられて世界レムナント大会、リーダー修練会に参加してまいりました。参加するたびに感じることですが、神様は世界福音化をしっかりと成し遂げていらっしゃるし、レムナントを備えていらっしゃるのだなということを見て感じて確認する次第です。これからもレムナントのために祈っていただき、教会とともに神様から与えられました使命をともに全うしていく幸いを味わっていきたいと願います。そのような中で今日はこのような聖書の箇所をお読みしました。３８年間同じ病気をずっと患っている人がいました。イエス様がご覧になったとき、病気がかなり長いなと見て分かるほどの状態でした。彼はその病気から解放されたいという思いで、たぶんやれることをすべてやっていたのではないかと思います。治りたいという思いで必死だったでしょうが、それが改善していなかったので今日のこの状態として紹介されているのではないでしょうか。なぜその病気、その苦しみ、その抱えている問題が改善しないでずっと長引いてしまうのか。なぜよくなりたいのに治らないのか。そのような疑問を本人は抱えてほぼあきらめているような状態かもしれません。このような病気を始め、治りたいと改善を求めているのに中々、治らない。それが長く続いているか、あるいは繰り返して現れるということがたくさんあります。不治の病がそのひとつであり、また依存症とも中毒とも言っているような症状も同じではないでしょうか。依存症、中毒は、種類が数えきれないくらいあります。最近はゲーム、スマホの中毒もあります。それが体にも精神的にも悪いと知っていながらも止められないのです。なぜそういうことになるのでしょうか。また悪いと分かっていながらも中々断ち切れない習慣もあります。子どもには万引きの習慣もあるし、また大人には家庭内暴力をふるう、それも一つの習慣です。悪いと思うし、やってしまった後は必ず後悔します。今度からは絶対にやらないと思うのですが、またそのような状況、雰囲気が許されると暴力に走るしかないのです。繰り返し、繰り返し。このようなことが世の中にはたくさんあります。ただの病気だけではありません。
なぜ治らないのでしょうか。自分の意志では止めたい、改善したいと願っているのにもかかわらず思いどおりにならないでずっと長引いてしまうのでしょうか。また繰り返してしまうのでしょうか。それに対するいろいろな見方があります。治りたい、健康になりたい、改善したいという思いで必死かもしれません。でも、ここで一つ考えていただきたいのは、健康は望ましいことでしょうけれども、もしもその健康よりもっと大事なことがあれば、健康にならないでその重要なことが手に入るとすれば、健康にならないほうがいいのではないでしょうか。平坦でありたいとほとんどの人が願っています。しかし、平坦はいいでしょうが、平坦より大事なもっと重要な何かが人生の中にあるとすれば、そのことを手に入れるために平坦が壊れてしまう、また求めている平坦が与えられずにずっとでこぼこが続くとなればそちらの方がいいのではないでしょうか。でも、世の中のほぼ１００％、すべての人は健康が欲しい、平坦が欲しいと、なにがなんでも他の話は耳に入りません。だから、健康にならない、改善にならない、長引いてしまうと皆ががっかりしてしまって、それに捕らわれるようになるしかありません。本当にそういうことなのでしょうか。ここで私たちは、改めて、また新たになぜ治りたいのに治らないのか、長引いてしまうのか、繰り返すのかに対して質問、問いかけをしないといけないと思います。今まで私たちが端的に考えていたそこから聖書をとおして正しい答えを教えられないといけないと思います。それで涙の理由であり、ため息の理由であったものが、新しい正しい人生をスタートするきっかけになる祝福があることを祈りたいと思います。なぜ治りたいのに治らないのか。

それはまず第一に、治ることができない、治れない理由があるから治らないのです。その理由は、聖書の他には私たちに教えていません。治れない本当の理由があるから、言葉を変えますと、なぜ治らないでずっと長引いてしまうのか、なぜ繰り返すのかと言いますと、神様はそれが治らずに長引くことによって絶対に治れない理由を見て欲しいのです。私は結核を患った経験があります。それは肺の病気です。でも症状としては咳が出たり熱を出したりします。でも、咳を抑えようとして頑張って咳が治まりました。治った。それでよろしいのでしょうか。それで本当に治ったことなのでしょうか。そうするとその間に肺の方がどんどん腐っていくわけです。徹底的なダメージを受けるようになるでしょう。そうなるよりはずっと咳が出続けることによって、咳が治らないことによって内側の肺を見るようになるのが幸いではないでしょうか。見方を変えてください。聖書をとおして神様の目線に立って、この苦しみや病気を見るようにしていただきたいと思います。そのときになぜ治らないのか、なぜ私にだけに他の人にはないこういう病気があるのか、続くのか、このような問題を抱えているのかに対しての理解が変わるようになります。そこに希望の光が必ず入ってくるようになります。治れない理由があるからです。その理由は根本的なところにあります。ご存知のように、人間はただの動物ではありません。神のかたちに造られた霊的な存在、神様と一緒でないと人間になれない、意味のない特別な存在として造られたのに、人はその神様と断絶されてしまいました。これが根本的な理由です。だから治らないのです。簡単な問題ではありません。聖書にはエペソ2：1に、自分の罪過と罪との中に死んでいたものであって、もう魂が死んだ状態になってしまいました。ご存知のように、魚は水の中で木は土に根を下ろして鳥は空を飛びながら、それぞれ生きるための法則があると同じように、人間というものは霊であられる創造の神様と一緒にいるものなのに、その神様との関係が完璧に断絶されるようになりました。なぜそうなってしまったのでしょうか。聖書にはその理由を明確に明かしています。
ローマ3：23、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。すべての人です。罪によって。これが根本的な理由です。神様と断絶され、神の栄誉を受けることができない状態になってしまいました。だから、治らないわけです。いま治らない症状の問題ではありません。本当に治れない理由があるのです。この根本的な理由によって、人間は治れない霊的な理由を抱えて生きることになりました。認めたくないでしょうけれども、ヨハネ8：44、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる存在に転落してしまいました。だから、治らないのです。医学が発展していないから治らないといった次元の話ではありません。このサタン、悪魔というものは、諸々の悪霊を用いて人間を苦しめているのです。それで悪霊にとりつかれると、ルカ８：２９に現れているように、自分の意志がどうであれコントロール不能な状態に陥ってしまうようになります。治りたいから治るわけではありません。人間の意志でこうなりたい、こうしたいから、そのとおりになるわけではありません。なぜでしょうか。コントロールできないようにする暗やみの力、悪霊の力が働いているからです。これが治らない理由です。世の中では、学校、教育の現場、医学の現場ではこういう話、ああいう話があるかもしれませんが、実はそうではありません。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であり、悪霊にとりつかれてコントロールできない状態です。そして、それはその人がいい、悪いというものではなくて、根本的に神様と断絶されていて、それが国と家系を流れていくようになります。特に神でないものを神と拝みつつ偶像崇拝や宗教に走っている国や家系の流れをとおして悪霊の働きが入ってくるようになります。Ⅰコリント10：20には、あなたがたが偶像にささげることは、悪霊と交わることなので、神様はそれを望んでおられないとおっしゃっています。そのようないろいろな経緯をとおして悪霊にとりつかれ、悪霊が働くことによってそのような霊的な理由があるがゆえに治らないのです。すぐに治る場合もあります。症状が、その病気がすぐなくなる場合もあります。なくなってこの本当の理由、根本的な理由、霊的な理由など全く見たことがないまま人生を堂々と生きるのです。それこそのろいなのです。だから、神様は健康なのか病気なのかがテーマではなくて、絶対に治れない根本的な理由、霊的な理由を見て欲しいから、治れない状態のままずっと引っ張っていらっしゃるのです。ずっと許されます。私たちはそれらを知らないのでなぜなのかとため息をついているかもしれませんが、そのような理由があるのです。だから、ため息を止めて今まで見たことのない絶対治れない、絶対改善不可能な理由に目を留めること、そちらの方に意志を持って行くようにしていただきたいと思います。結局は、どうにもならない運命に捕らわれて、その運命的な理由があるから治らないのです。聖書には、根本的に神様と断絶されたことによって霊的な問題を抱えている人間は、残念ながらひとりも例外なくエペソ2：3に書いてあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして、生まれながら運命的にそのように生まれ、出エジプト20：3-4に書いてあるように、子孫三代、四代にまでしかがたがなく流れるしかありません。運命なのです。ひとりひとりヘブル2：13に書いてあるように、どんな人生であれ死の恐怖につながれて生きるのです。運命です。どうにもならないこのような運命の力に捕らわれている理由があるから治らないのです。今まで皆さんが教わってきた知識などは、どこかにしまっておいてください。それで考えて見るとため息しか出ません。なぜ治らないのでしょうか。

絶対に治れない改善不能な本当の理由を見て欲しいから治らないのです。でも、それを見ようとしないで「なんで治らないのか」「どうすれば治るのか」ばかり考えているから苦しみが増すだけです。私たちの感情、心情では早く治したいと思うでしょうが、神様は心を痛めていらっしゃりながらも長引かせてみるべきものを見て欲しいという神様なのです。なぜでしょうか。神様は詐欺師、ペテン師ではなくて、愛の神様だからです。なぜ治りたいのに、治らないのか。なぜずっと長引くのか。なぜ繰り返すのかに対して理由を書いてください。治れない本当の理由を見てもらうためにそういうことなのです。ですから、先ほども申し上げましたように、症状が無くなって治ることが治ることではありません。これを見ることがないまま、人生なになのかも知らずにただ元気になった、ただ健康になったからといって幸いでそれでおしまいになるわけではありません。健康がただ健康ではありません。逆にこのような治りたいのに治れないという病気にかかったことがない、最初から健康で順調で順風満帆という人が幸いな人生ではありません。健康なことによっては絶対に見ることができないから、その健康を奪うわけです。逆に治らないから幸いです。健康だから幸いではありません。個人的になにの悩みも弱点もないから、それで平坦なのでいいわけではありません。人生、そんなにたやすいものではないし、そんな単純なものではありません。でも、クリスチャンの私たちはいつもそういうことばかり求めて、そういうことを基準にしているので解放されません。しっかり問いかけて正しい答えを手に入れるようにしましょう。皆さん自分自身に治らない何か、改善されない何かの悩みごとがあるでしょうか。皆さんの周りにそういう危機的な何かの状況が見えるでしょうか。それに対しての見方を変えないといけません。絶対治れない、改善不能の理由、それに目を留めてもらうために治らないものなのです。だから、分かってみれば治らないのが幸いなのです。それなのにいつもため息と涙ばかりなのです。神様が見て欲しいところを見ようとしないで。最終的な結論でしょうが、結局は神の恵みによる選択です。健康なのか病気なのかではありません。逆に神の恵みによって治らない病気にかかったときに、どちらを選ぶかということです。それは人間的な言葉で申し上げると、運命的な選択と言えるものでしょう。そして、この治れない理由に目を留めることによって、今まで求めていたすべてをあきらめて、すべてを捨てて人生のまことの医者であるイエス様を求めてもらうために病気が治らないのです。神様はこの治れない理由があることを誰よりよくご存知の神様なので、最初から約束されました。女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕く。つまり、キリストを約束されました。本当のいやしのためにキリストの他には道がないので、それを忘れて貰わないために出エジプト3：18には、犠牲のいけにえをささげなさいとあります。それをとおしてキリストしかないということをずっとおっしゃいました。イザヤ53：50には、そのキリストが私たちの代わりに刺し通されて懲らしめられ苦しめられることによって私たちがいやされると預言されています。それしか道がありません。絶対治れない理由、改善不能な理由に目を留めることによって、私たちは神様が備えられました唯一の道であるキリスト、このキリストでなければいけないのだねという結論にたどり着くようになります。キリストではないとダメなのです。そういう着地点に導くために神様は、病気のまま長引くことを許されるのです。繰り返すことを許されるのです。中々、麻薬が断ちきれない、中々、万引きの習慣が断ちきれない、中々、依存症から脱出することができない方々は、このとおりに思えば正解です。悪い、いいというレベルではありません。本当の医者はキリストしかありません。そのキリストでなければできないのだなと徹底的にすべてに絶望をして、そのキリストだけを求めるようにするためのものです。そこにまことの幸せがあるから。根本的な神様と断絶されている理由を改善するためには、まことの預言者しかいません。そして、霊的な問題を解決できるまことの王様、悪魔の頭を踏み砕くまことの王様、運命の理由を片づけるためのまことの祭司になる、それがキリストです。だから、キリストでなければいやしはありません。

そして、そのキリストが実際に来られました。イエスはそのキリストです。イエス様がそのキリストだという証拠として、ヨハネ19：30に書いてあるように、十字架の上にかけられて、私たちの代わりに苦しめたれ血を流されて死なれました。預言どおりに刺し通されて懲らしめられて苦しめられて、それで私たちにいやしを与えることになりました。イエスはそのキリストです。ルカ5：31-32を見ると、イエス様自らおっしゃいます。医者がいるのは健康な人のためではない、病人のためである。私は罪人を招いて救うために来られたのだ。イエス様こそがまことの医者であることを自らおっしゃったのです。医者を求めるためには、人生にイエス様という医者以外には絶対できない、解決不能な問題に目を留めるようにならないといけません。そうするためには、病気が治らない方が正解です。悪い習慣が治らないままずっと続くのが正解です。変な妄想が消えないままずっと続く、それにさいなまれて悩み続けること、それが正解です。絶対に治らない、キリストでないと絶対いけない理由に目を留めていただきたいと思います。そういう意味で、３８年間ずっと病気が続いていたということは、結局、感謝なことであり幸いなのです。その人がそれをどう受け止めるかそこが問題です。その人がそれをどう受け止めるか。そこが問題です。イエスはキリストです。
まとめて申し上げると、なぜ治りたいのに、なぜよくなりたいのにそうならないのか、治らないのか、改善しないのか、繰り返すのかというのは、その人が本当の幸せ、本当のいのちのためにOnlyイエスの告白をするためにそうなるのです。それが神様の望みです。私は病気などせず健康で幸いですと、イエス様は全くこだわらず、健康で幸いですと、イエス様はまったくこだわらずに求めずにいる。それがのろいです。そして、病気にかかってあらゆる工夫をしていい薬を飲んでいいお医者さんに診てもらって運動して病気が治りました。予想より早く、３年くらいかかると思っていたのに6ヶ月で治りました。良かったなではありません。別に治ったことを悪く言うつもりはありません。ポイントは、その病気の間に改善不能な理由に目を留めたのか、それに気づいたのか、それで本当にキリストでなければ絶対ダメなのだ、Onlyイエスという信仰告白に立ったのかどうか。それがないまま治ったのであれば治ったのが不幸です。治らないほうがいいです。いまだに絶対治らない病気、治らない本当の理由、キリストでなければいけない、十字架の上で自分の代わりに刺し通されて血を流されて苦しめられて神にまで捨てられたことでなければ、絶対に解決できないといまだに気づいていなければ治らないほうがずっとましです。治らないほうが当たり前です。神は愛の神様ですから。神様はおいしいものをあげて、全財産を奪い取るような詐欺師ではありません。イエス・キリストの前に来たものはすべて強盗であり盗人です。「おいおい治るよ。これがいいよ。こっち行けば」。それでは私たちのいのち、人生そのもの、天国の祝福を全部奪い取ってしまいます。そうなるより病気がずっと続いた方がいいです。病気が続くのを賛成するわけではありません。気づかなければ。テーマがこっちです。気づいてほしいと。それでイエス様をキリストとして自分の心の中に受け入れること。それが治らない理由です。本当に本気で自分の長引く病気、治らない習慣、繰り返すいろいろな依存症などとおして、症状が改善されるかどうかはあとに置いておいて、それをとおして絶対に解決不可能な理由に目が開かれて、キリストでなければいけない、治るかどうかの問題ではなくてキリストしかないとイエス・キリストを心に受け入れたのであれば、その瞬間、その人は永遠のいのちが与えられ、以前のものは過ぎ去りすべてが新しく作り変えられて、その症状があるかどうか関係なくその人は死と罪の原理から永遠に解放され、悪魔を縛り上げる権限を持つものに新しく生まれるようになります。神の神殿と呼ばれる尊い者に造りかえられるようになります。イエス・キリストを受け入れた瞬間。だから、神様は病気が長引くことを許してまで、この永遠のいのちにこれを与えるためにそうされるわけです。これが理由です。皆さんぜひ問いかけてみてください。ただ目立つ症状を抱えている人だけの話ではありません。それはもちろんであって皆が勘違いしています。なぜ私だけがと。神様はあなたを愛していらっしゃるからたやすい安っぽい健康を与えて地獄に行くより、その病気が長引いてどうにもならない状態にまで引っ張って根本的な理由、霊的な理由、運命的な理由に目と留めるようになる。キリストでなければいけないのだね。イエス様がそのキリストなのだね。イエス様、私にはキリストが必要です。イエス様が必要です。ただ信じるだけ、恵みのゆえに信仰によってあなたがたは救われる。ただだれでもこのイエスの御名を呼ぶ者は救われる。神は愛なり。神様は愛の神様なのです。商売人でもないし詐欺師でもありません。詐欺師の特徴は、求めるもの、おいしいものを、安っぽいものをあげて全財産、人生丸ごとを奪うものを詐欺師と言います。それを今求めていらっしゃるのでしょうか。神様の御声を聞くようにしましょう。
そして、最後にもう一つ、これだけでも幸いなのに、これにとどまらず、なぜ治りたいのに治らないのかというのは、それがなければ絶対に聞こえてこない神様からの天命を聞いてもらうためにそれが許されているのです。私たちはただ飲んで食べて出世して就職して結婚してという存在ではありません。ひとりひとりどんな人間であれ神様からの尊い生きる理由が与えられています。しかし、それに気づかないのです。自分の生きる理由、自分がやりたいこと、自分なりのものの中に閉じ込められて人生を生きるのです。しかし、なぜ治らないのか。なぜ変わらないのか。その中で神様の天命が聞こえてくるのです。聖書を見ると、神様に用いられた人々は皆、苦しい状況の中で神の天命が聞こえてきました。ヨセフの場合は、家庭内の複雑な様々な辛い問題がありました。そこで神の前に立ったのです。「なぜ私にはこんな家庭内の問題があるのでしょうか」と。ただ「なぜ私にこんな家庭の問題があるのでしょうか」ではなくて、神の前に立って「神様、なぜなのでしょうか」と。そこで世界福音化の夢が与えられました。世界を生かすためにこれがあるのだと神の天命をいただきました。モーセは捨てられ養子としてエジプトのプリンセスの子どもになりました。不幸な人生なのです。モーセは養子として、拾われたものです。しかたがなかったでしょうけれども、親がしかたがなく命を守るために川に捨てました。そして、エジプトのプリンセスに拾われたのです。モーセというのは、拾われたという意味です。拾われた人生なのです。「神様、なぜ私の人生はこんな運命をたどるのでしょうか」と神の前に立って問いかけたときに、「イスラエルの民を拾うためなのだ。あなたが拾われたのは、イスラエルを拾うためなのだよ」という神の天命をいただいたのです。サムエルは、小さいころ、親元を離れることになりました。その寂しい状況の中から、「神様、なぜ私は幼いころから親元を離れてさみしい生活をするしかないのでしょうか」と問いかけたときに、「今世の中に子どもは多い。でも、福音のためのナジル人はいない。おまえはナジル人になるためなのだ」、これが神の天命です。苦しい状況の中から。苦しいからため息をする場合ではありません。ダビデは多くの兄弟の中で末っ子でした。だから、一番下っ端の仕事ばかりしていました。羊飼いというのは、一番下っ端の仕事なのです。だから、その羊飼いをしながら神様に祈りました。「なぜ私はいつもこういう人が嫌がる仕事、羊飼いの下っ端の仕事ばかりでしょうか」と。そこで神様から「あなたはイスラエルをこれから飼い主として、イスラエルを引っ張るための王になるためなのだよ」とそのさみしい状況の中から神の天命が聞こえてきたのです。そのようなことは数えきれないほどの証しが聖書にはたくさん書いてあります。ご存知のように、アン・サリバンという人は、精神疾患を患っていてイエス・キリストと出会いました。それから、問いかけたのです。そこにとどまらずに「神様、なぜ私にこのような精神疾患という厳しい問題があったのでしょうか」と。神様からの天命は、「あなたのような苦しみを患っている人が多くいるので、あなたがいやされたようにイエスをもって彼らを助けるためなのだよ」でした。それでアン・サリバンをとおしてヘレン・ケラーという人が生まれるようになったのです。厳しい状況、ため息ばかりしていたそれをとおして神の天命を聞く機会にしたのです。クロスビーという人は、事故によって目が見えなくなりました。最初は神を恨み、いろいろ嘆いていたのですが、恵みを受けて神様に問いかけました。「神様、なぜ私に他の普通の人とは違って目が見えない問題があるのでしょうか」と。本当に神の天命が聞こえてきました。目が言見えるものが見ることができない、恵みの世界、霊的な世界を見て賛美しなさい。それでその天命をいただいて、今も私たちが歌っている賛美のほとんどがその人がつくった歌詞です。治りたいのになぜ治らないのか。私たちは涙とため息しか見ることができないのですが、そこは神の天命を聞くことができる神学校なのです。もしすぐに症状がよくなったのであれば、聞く耳を持たずに頑張ろうと一生懸命、走ったでしょう。それはよく生きることではありません。なぜ治らないのか。なぜ繰り返すのか。なぜなのか。ため息なのか、Onlyイエスなのか。ため息なのか。神の天命なのか。この選択が残っているだけです。

皆さんに今治らない、改善しない何かの問題があるのでしょうか。また皆さんの周辺に何かの危機を見ていらっしゃるのでしょうか。ぜひため息を感謝に変えましょう。そして、Onlyイエスを告白する材料にしましょう。それをもって神の前に静まって、天命を聞く機会にしましょう。そして、自分の人生を正して、正しい人生を生きる最高の機会にしていただきたいと願います。なぜ治らないのか。それこそ感謝で幸いです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。今日、３８年間同じ病気をずっと患い続ける人をとおして、なぜ治らないのかという問いかけに対して神様からの答えをいただきました。どうか兄弟姉妹ひとりひとりがこの答えを握って見方を変えてため息を感謝に変えてOnlyイエスの材料にして、本当にこれをもって症状がどうなるかの前に神の天命を聞くことができるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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